
ベクトル（8）　空間ベクトル演習

［∃　正四面体OABCにおいて，両＝言，石膏＝言，百己＝；とする。
辺OAを4：3に内分する点をP，辺BCを5：3に内分する点をQとする。

このとき・両＝苦言＋害言・宙である0

線分PQの中点をRとし，直線ARが△OBCの定める平面と交わる点

をSとする0このとき，AR：AS＝巴：［：互］である。
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3点A（2，0，0），B（0，1，0），C（0，0，－2）の定める平面A既に，原点0から垂線OHを

下ろす。このとき，次の問いに答えよ。

（1）点Hの座標を求めよ。　　　　　　（2）線分OHの長さを求めよ。

（3）△AβCの面積を求めよ。　　　　（4）四面体OAβCの体積を求めよ。
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